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来週の市場とレート予想来週の市場とレート予想来週の市場とレート予想来週の市場とレート予想

2018/1/4(木) 2018/1/5(金) 2018/1/9(火) 2018/1/10(水) 2018/1/11(木) 2018/1/12(金)

＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞
今週の国庫短期証券は週を通し閑散。

年末で市場参加者が少なかった事に加えて、入札・買入オペが実施されなかったこともあり、セカンダリー市場での出合はほとんど
見られなかった。
来週は1月5日に3ヶ月ものの入札が予定されている。

＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞
日銀当座預金残高は、週初25日に国庫短期証券の発行等要因を受けて前週末対比8,700億円減少の369兆5,400億円か

ら始まった。その後は369兆円台近傍で推移し,年末29日には368兆円6,100億円となった。
無担保コールＯＮ物加重平均金利は、25日に△0.043％から始まり、その後上昇基調を辿り、28日には△0.036％となった。6
日積みとなる年末29日には、年末越えの調達を控える動きからビッドが減少し、同金利は△0.062％となった。
ターム物は新年スタートの1～2W物を中心に、主に△0.045～△0.03％で取引が見られた。
日銀は28日、「当面の長期国債等の買入れの運営について」を公表したが、1月のゾーン別の1回あたりのオファー金額や国
庫短期証券買入れの当面の残高のめどについて変更は見られなかった。

＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞
今週の入札発行総額は約2兆500億円で、週間償還額の約3兆4,100億円（金融機関・ABCP除く）を下回った。年末日の大量償還（約2兆5,500億円）に対して

は、四半期末要因から新規発行は8,000億円弱に止まった。年内最終週となり、鉄鋼・商社・機械・その他金融等、各業態から大型の調達案件が実施され、活
況なマーケットであった。 発行市場の年末残高は、前月を上回り16兆円台後半となる見通し。発行レートについては、引き続き投資家の運用ニーズが強く、マ
イナスから0%近辺の出合いであった。26日、ＣＰ等買入オペが事前予定より500億円増額され、5,500億円でオファーされたが、ディーラーの売却ニーズは1兆
2,000億円強と旺盛であり、按分レートは△0.005%と前回比0.001％上昇する結果となった。
来週の償還額は、償還案件が少なく2,000億円程度となっている。四半期末で残高を調整した企業の復活発行が見込まれる為、月初から活況なマーケットが
予想される。
発行レートは、投資家の運用ニーズが強く、マイナスから0%近辺での出合いであろう。現先レートは、△0.100％～0％程度の出合いで、横這い圏内での推移を
予想。

＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞
足許GCは先週末同レベルの△0.09%近辺から始まった。月末取引となる29日受渡しは、レートが大幅低下する展開とはならず△0.10%近辺で多く取引された。1

月4日受渡し以降はレート上昇。週末にかけて△0.07%~△0.08%の出合いが続いた。SC取引では10年348回債と5年133回債のbid が多かった。10年348回債は

概ね△0.50％近辺の取引。5年133回債は週初△0.30％台半ば～後半の出合いであったが、週後半には△0.10％台半ば～後半までレートが上昇した。他2年

381・382・383回債、5年131・132・133・134回債、10年336・338・340・341・342・346・347・348・349回債、20 年161・162・163回債、30年55・56・57回債などに引合い

が多く見られた。


